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苅田町青少年育成町民会議だより
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オ・ア・シ・ス運動つて知っていますか?

オは、おはようございます。アは、ありがとうございます。

シは、しつれいします。スは、すみません。

今年も苅田町の保育園・幼稚園において、オアシス運動の人形劇を

各地域のママたちが行っています。歌、指あそび、読み聞かせ、紙芝居、

人形劇等で子どもたちに大切なことを伝えております。

熱心に見ている子どもたちに、“大きな声でおはよう。気持ちを込め

てありがとう。元気よくしつれいします。すぐにすみません。
"気持ち

を込めて言葉にできる人になれるように願いを込めて託します。

ママたちのお話しがちゃんと聞ける、キラキラロを輝かせた、お行儀

のいい子どもたちがたくさんおりました。

当日は、子どもたちと一緒に楽しませていただきました。

地域のママパワーのすごさを、改めて肌で感じました。ありがとうござ

いました。
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とき:平成29年4月 19日 (水)ところ:三原文化会館 大ホール

平成29年度の
主要事業計画

☆防犯広報活動 (年間毎週一回)

☆みまもリバトロール (月一回)

4月 O理事会

C総会

5月 〇県民会議総会

6月 〇オアシス人形劇公演

(対象:幼・保)

C朝の声かけ運動

7月 青少年を非行から守る

全国強調月間

○有害図書要望訪問

○オアシス人形劇公演

(対象:幼・保)

○夏休み特別補導

○すこやか83号発行

8月 ○シンナー等薬物乱用防止講演会

○苅田町盆踊り大会補導

9月 いじめストップ強調月間

○視察研修

○オアシス等作品募集

O健全育成講演会

10月○神幸祭補導

〇子どもフェスティバル

〇オアシス等入選者表彰

11月 全国青少年健全育成

強化月問

○すこやか84号発行

12月 〇年末年始特別補導

○三役会議

1月 ○家庭教育講座

2月 ○すこやか編集委員会

3月 ○役員・委員講演会

○春体み特別補導

○すこやか85号発行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
第
２９
回
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、苅
田
町

議
会
議
長
　
坂
本
東
二
郎
氏
が

ご
出
席
下
さ
い
ま
し
た
。

当
町
民
会
議
　
三
角
会
長
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
昨
年
度
の

主
な
事
業
と
決
算
報
告
が
あ

り
、
今
年
度
の
事
業
計
画
案
な

ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
に
係
わ
る

新
役
員
の
ご
承
認
も
い
た
だ
き
、

無
事
に
総
会
を
閉
会
し
ま
し

た
。平
成
２９
年
度

・
３０
年
度
の

新
役
員
（
３
役
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
２
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

表彰された方々左から

森 賞生 氏、田畑 隆 氏、川野 秀丸 氏

当町民会議 会長

三角 主計 氏

1.子ども同士や子どもと大人のふれあいを重視し、地域での異年齢の

交流の場となる諸行事を企画し各団体の活動を推進する。

2.青少年の非行防止に努め、不審者や事故等から子どもたちを守る

活動を推進する。

3.苅田町が取り組んでいる「苅田町非行防止推進事業」の主旨に沿い、

積極的に事業に参画する。

4.青少年も社会の一員であることを自覚するようなボランティア活動を

支援する。

5.青少年問題に関する広報、啓発活動を推進する。
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三
役
の
方
々

会
　
長
三
角

主
計

氏

副
会
長
門
冨
　
巖

理
事
長
出
口

正
敏

氏

松
本

洋

氏 氏
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7月は青少年を非行から守る強調月間
この機会に自分・地域の子どもを見直しましょう。

ストップ0ザ非行 子どもたちのすこやかな成長のために

子|どftiたちな:インタ豪索ットのトラブルか塁守るためIE
ケータイ・スマートフォンは、とても便利な道具であるといえます。しかしながら、使い方を誤れば、さまざまな問題を引き起こしたり、危険に巻き込

まれたりする可能性があるため大きな課題となっています。

ケータイ・スマートフォン・ゲーム等の利用についての指導は、保護者の役割です。家庭で、ケータイ・スマートフォン・ゲームの問題点や危険

性を丁寧に説明し、子どもが解るように、保護者として心配していること、気をつけてほしいこと、守るべきモラルやルールを教えていきましょう。

青
少
年
み
ま
も
リ
バ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

苅
回
町
一言
少
年
育
支
薄
民
会
議
で
は
、
次
世
代
の
苅

田
町
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
建
全
育
成
の
手
助
け
の
一

環
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
幸
↑
す
こ

そ
の
一つ
と
し
て
、毎
月
第
１
水
曜
日
放
課
後
の
薄
暮

時
に
帰
宅
す
る
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
行
う
「
青
少

年
み
ま
も
リ
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
に
お
い
て
、
悪

影
響
を
及
ぼ
す
物
や
危
険
な
個
所
の
確
認
及
び
巡
回

点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
箇
所
へ
の
子
ど
も

た
ち
の
不
要
な
立
ち
入
り
、
た
む
ろ
等
の
防
止
を
注
意

喚
起
す
る
た
め
の
声
掛
け
や
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
今
回
か
ら
新
津
中
学
校
、
苅
田
中

学
校
の
順
番
で
通
学
路
等
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
隔
月
お

き
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

初
回
と
な
る
５
月
１０
日
（水
）
に
は
、新
津
中
学
校
区

を
バ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

新
津
中
学
校
の
周
囲
を
一周
し
た
後
、大
熊
公
園
、西

日
本
工
業
大
学
横
を
通
り
中
央
薬
局
沿
い
の
通
学
路

を
巡
回
し
、
６
月
１４
日
（水
）
に
は
苅
田
中
学
校
区
の
苅

田
駅
か
ら
玉
川
方
面
へ
向
い
、同
中
学
ま
で
の
通
学
路
を

通
り
、中
学
内
を
一周
す
る
コ
ー
ス
で
し
た
。

ど
ち
ら
の
中
学
で
も
、
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
を
見

か
け
た
際
に
は
、
「
こ
ん
ば
ん
は
。
気
を
付
け
て
帰
っ
て

ね
。
」
な
ど
と
声
を
掛
け
る
と
、
「
は
―
い
」
と
元
気
な
返

事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
両
中
学
校
校
長
先

生
方
に
は
、深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、危
険
個
所
や
注
意
を
要
す
る
箇
所
な
ど
を

確
認
し
な
が
ら
巡
回
し
ま
し
た
。

当
町
民
会
議
で
は
、
町
内
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
も
、積
極
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
よ
う
に
計

画
し
て
お
―，
、苅
田
町
の
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
改

善
の
一役
を
担
う
べ
く
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

十
‥な
お
、
〓
学
生
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
等
関
係
者
の
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初めが肝心′

スマホやケータイ|さ

保護者の持ち物です′

使い方をまちがえると、
‐

被害を受けたしノ、

加害者|こなつたし′します′

子どもが携帯電話、スマートフォンを持つているこ |

と、あるいは今後持たせることに不安があると回答し |

た保護者は83%いることがわかりました。また、携帯 |

電話、スマートフォンを持つていること、あるいは今後
|

持たせることについては、8割近くの保護者が利用ア |

プリを制限したいと考えていることがわかりました。 |

【図2】 スマートフォンを持つていること、あるいは今後持たせることを不安に思う内容

メールやLINEの使用によるトラブル
Webサイト掲示板によるトラブル

子どもが発信したデータによるトラブル

勉強の妨げ

依存症の発症

経済的な負担
その他

27%

30%

61%
67%

40%    50%    60%    70%    80%    90%   100%0%    10%    20%

(27年 度の調査結果より)

【図1】

ない
17%

「スマートフォンを持つていること、

あるいは今後持たせることに不安

がある」と回答した保護者の割合
ある
83%
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子どもたちにはあそびが大切ですね

いろんな体験もあそびからだとストレスも感じないで成長しているようですね。・

このあそびは一人あそびでなく、集団であそぶことです。
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「子
ど
も
と
一緒
に
多楽
し
く
子
育
て
ク」

苅
田
第

一
幼
稚
園
で
は
、
６
月
１０
日
（土
）
に

ク親
子
ふ
れ
あ
い
デ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

お
仕
事
な
ど
で
普
段
は
幼
稚
園
に
来
る
こ

と
が
で
き
な
い
保
護
者
の
皆
様
に
も
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
て
い
た
だ
く
た
め
、休
園
の

土
曜
日
に
参
観
を
設
定
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
ク
い
っ
し
よ
に
作

っ
て
あ
そ
ん
で

み
よ
う
―
グ
を
テ
ー
マ
に
、
簡
単
な
工
作
に
取

り
組
ん
で
み
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
父
さ
ん
・お
母
さ
ん
。
そ
し

て
、
お
兄
ち

ゃ
ん
・お
姉
ち
ゃ
ん
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
、
園
児
が
″自
分
で
考
え
て
作
り
上

げ
る
ク
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

周
り
の
お
友
達
の
様
子
も
見
な
が
ら
、
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
・
‥
中
に
は
、
子
ど
も
以
上

に
楽
し
ん
で
工
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
保
護

者
の
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
と
き
の
得
意
げ
な
ク
で
き
た
―
グ

の
顔
。
誇
ら
し
げ
で
満
足
そ
う
な
子
ど
も
た
ち

の
顔
に
、保
護
者
の
皆
様
も
お
子
様
の
成
長
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
過
ご
し
、成
長
す
る

感
動
を
共
有
し
て
以
楽
し
く
子
育
て
―
グ
を
実

践
し
ま
し
よ
う
。
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子
ど
も
が
４
月
に
進
級
し
た
１
と
思
っ
て
い
た
ら
、

も
う
夏
休
み
が
目
の
前
。

一
日

一
日
が
毎
日
、
大
変

と
思
っ
て
過
ご
し
て
い
て
も
、

時
間
の
流
れ
、
月
日
の
流
れ
っ
て
早
い
な
あ
～

と
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
私
。

子
ど
も
に
と
っ
て
の
夏
体
み
。

親
に
と
っ
て
の
夏
休
み

・
・
・
。

基
本
は
、
早
寝

・
早
起
き

・
朝
ご
は
ん
。

宿
題

・
手
伝
い

。
自
主
勉
と

課
題
は
、
も
り
だ
く
さ
ん
。

一
日
中

一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
ふ
え
れ
ば

親
子
ゲ
ン
カ
も
ふ
え
て
く
る
。

ケ
ン
カ
す
る
ほ
ど
仲
が
い
い
っ
て
言
う
と

聞
こ
え
は
い
い
が
、
毎
日
ケ
ン
カ
で
は
ね
え
～

で
も
、
ケ
ン
カ
す
る
相
手
も
い
な
い
、

一
人
で
夏
体
み
を
過
ご
す
子
、

ボ
ー
ッ
と
家
に
い
る
子
な
ど
に
と
っ
て
は
、

ち
よ
っ
と
寂
し
い
夏
休
み
か
な
ぁ
。

せ
っ
か
く
の
夏
休
み
、
一
日
に
少
し
で
も
丁
∨
ゲ
ー
ム
、

ス
マ
ホ
を
は
な
れ
た
遊
び
を
見
つ
け
た
り
、

話
し
相
手
に
な
れ
る
時
間
を

も
た
な
き
ゃ
な
ぁ
～
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
は
、

１
に
健
康
、
２
に
安
全
、
３
に
勉
強

ぐ
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
か
な
あ
～
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創造性豊かで、温かい人間性をもち、心身ともにたくましい「自立」した生徒を育成する。

前日中学腋生徒会の取組

苅田中学校生徒会では、学校活性化のために朝の取組として、

①あいさつ運動

②ゴミ拾い

③花の水やり

を行つています。

「青春～it's the time to shine.～」
“It's the time to shine."と は、「今こそ輝くとき。」という意味です。このスローガンには、「青春を送っ
ている苅田中学校生が、中学生らしく輝いた学校生活を送れるように」という願いが込められていま
す。生徒会を中心に苅田中学校の生徒500人全員が輝けるように、学校行事を盛り上げ、勉強も部活
動も一生懸命頑張っていきたいと思います。

｀レ

ゴ
ミ
は
、
落
ち
て
な
い
？

〈清
掃
活
動
１
〉

自
分
達
の
学
校
だ
ぁ
～

き
れ
い
に

。
き
れ
い
に

〈清
掃
活
動
２
〉

き
れ
い
に
元
気
に
咲
い
て
ネ

〈花
の
水
や
り
〉

町
民
会
議
の
委
員
と
先
生

〈あ
い
さ
つ
運
動
〉

_ヽ

5

教育目標

重
点
目
標

一、基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着
と
個
々
の
伸
長

一、自
己
存
在
感
や
規
範
意
識
の
向
上

一、道
徳
的
実
践
力
の
向
上

今年度の生徒会スローガン

全ての青少年のすこやかな成長を願って・
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咽田後子眠砂ろ[晩]よりお知らせ
「
Ｊ
一
「
〓
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ひろばにきたら、宿題をしています。

(1年生から6年生まで一緒です。)

“

ロ ハ

A
みんなでドッジボール。異学年の交流がさかんです。

七夕を作りました。笹の葉サラサラ(A∧ ♪

みなさん家に持つて帰り、おうちで飾つてくれるかなあ～

講
演
会
の
こ
案
内

【日
　
時
】

【〈
ム
　
　
押物
】

【入
場
料
】

「少
年
非
行

。
薬
物
乱
用
防
止
請
演
会
」

飯
塚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

小
宮
　
智
恵
美
　
氏

平
成
２９
年
８
月
４
日

（金
）
‐８
時
～

苅
田
町
中
央
公
民
館
第
５
研
修
室

無
料
　
※
ど
な
た
で
も
こ
参
加
で
き
ま
す
。

_ヽ

【講
演
名
】

【講
　
師
】

撃醸の声が1サ運動
6月 16日 (金 )に苅田中学校区で苅田小・馬場小・南原小、6月

23日には新津中学校区で与原小、片島小、白川小の正門前に学校の
先生、町民会議の委員の方が登校してくる生徒・児童に「おはよう」

の声かけを行いました。

朝「おはようこざいます」と大きなランドセルを背負つた 1年生が登

校の風景です。

目を見てしつかり「おはようこざいます」と声が出る子もいれば、恥

ずかしそうにうつむいて「お|よようこざいます」と返す子どもなど様々

です。でもどの子も声かけにきちんと応えてくれました。

あいさつは人と人との心がつながる短いコミュニケーシ∃ン、魔法の

言葉です。子どもたちの大切な一日のスタートを見守り、応援できる

時間を過ごしました。

ヽ

電
毒藤
躍
嘔

先
日
の
新
聞
に
昨
年
、
日
本
の

子
ど
も
出
生
数
が
百
万
人
を
割
り

込
ん
だ
と
あ
り
ま
し
た
。
益
々
超

高
齢
化
社
会
に
な
り
、
今
ま
で
以

上
に
核
家
族
化
で
子
ど
も
も
一人
か

二
人
の
時
代
に
な
り
そ
う
で
す
。

昔
、
我

々
の
子
育

て
時

代
は
、

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
な
ど
で
町
内
総
掛
り
で
応
援

し
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
子
ど
も
も

少
な
く
社
会
環
境
も
文
化
も
一変

し
、
遊
び
も
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
携
帯

電
話
、
ス
マ
ホ
等
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

幼
い
時
か
ら
英
オ
教
育
、
塾
な
ど
で

親
も
子
ど
も
た
ち
も
毎
日
大
変
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

何
か
こ
こ
ら
で
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
で
き
る
昔
の
遊
び
や
習
い
事
で

少
し
で
も
ふ
れ
あ
い
の
場
が
多
く
出

来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

照
山
　
功

平
成
２９
年
度
す
こ
や
か
編
集
委
員

編
集
長
　
今
林

ユ
リ

照
山

功

駒
谷

明

米
盛

理
英

濱
田

嗣
視

森
上

直
久

編
集

。
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会

容
０
９
３
（４
３
４
）
９
８
３
８

6

馬場小子どtひ3ば
TEL080-2738-5810いい香りがするね

i
l .
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1ロン
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‐
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